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医療を通じて地域に貢献する



COVID-19の課題

医療的課題：ワクチン･治療薬･医療機器･病床･その他の医療資源の不足

経済的課題：自粛と休業による経済不況、医療機関も減収

社会的課題：いじめ・誹謗中傷などの風評被害



医療資源に乏しい当会管内の取り組み

課 題：中等症以上の受け入れ施設が無い
⇒ 筑波・水戸の感染症指定医療機関に依存

取り組み：
検査の充実：早期発見・早期対応、インフルシーズンへの備え
検査体制：帰国者・接触者外来（行政検査）

地域外来・検査センター（保険診療）
かかりつけ医；（仮）診療・検査医療機関（保険診療）



当会の対応

１．巡回診療PCR検査センター：地域外来・検査センターとして
筑西市の協力で2020年5月19日開設、保険診療
週３回（火・木・土）
午後１時３０分から４時３０分まで、予約制
医師2名・事務局4名体制、検査会社；SRL ＊参加医師16名

感染予防の工夫：PPE＋穴開きボードの使用・唾液検査
ドライブスルー方式

検 査 結 果：翌日午後6時、結果報告；次の検査日
実 績：8月31日までの実施状況
検査日数；44日、人数；201人、陽性3名・陰性198名









茨城新聞
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２．かかりつけ医による検査：（仮）診療・検査医療機関

インフルシーズンに備えてPCR検査とインフル迅速キットの同時実施

8月31日現在；23医療機関が茨城県と委託契約、保険診療

検 体：鼻咽頭拭い液または唾液

方 法：PCR法またはLAMP法

課 題：判定までの時間、要因は移送時間
※ 県内の民間検査会社であれば、半日で判定可能

インフル迅速検査との時間差が問題



３．新たな手段

課題である移送時間短縮のために；地元に検査ラボを設置
検体；鼻咽頭拭い液または唾液
検査方法：LAMP法
実質検査時間は35分程度；精度はPCR法と同等
※抗原検査は精度に課題

地元の検査会社セントラルと委託契約、2時間程度で結果判明
※PCR検査センターの利用でコロナ陰性確認後にかかりつけ医で
インフル迅速検査も可能となる

※同時検査でなくとも、同日に診療完結が目指せる



４．社会的課題への対応：風評被害対策

検査医療機関の増加でCOVID-19の恐怖と不安を軽減

筑西保健所管内の検査可能医療機関；現在約35施設

科学的根拠に基づいた住民教育；新型コロナの寿命等

行政による啓発；市長からメッセージの発出





『新型コロナウイルス感染症に
関連した人権尊重への願い』

筑西市長 須藤茂



５．経済活動への応用は？

PCR検査等を活用し、経済の活性化に繋げられないか
現在模索中・・・・・



ま と め

当会管内は入院施設等の医療資源が乏しく、ワクチン・治療薬も未確定
検査の充実を図ることで早期発見・早期対応を目指している

地域で可能な検査体制として保険診療による検査を拡充
巡回診療PCR検査センター；行政の協力が必要
かかりつけ医による検査体制；インフルシーズンへの備えにも
地元に検査ラボの設置；民間検査会社の協力

保健所業務の負担軽減に繋げる

社会的課題への取り組み；風評被害対策を展開


